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早いもので、2023年も残すところ１ヶ月となりました。11月 1８日には、子供たちが一生懸命

準備を進めてきた沢地カーニバルが行われました。新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、今

年度の沢地カーニバルは、人数制限なしで、保護者の皆様をはじめ、学校運営協議会やスクールガー

ドの皆様にも御来校いただき、盛大に開催することができました。 

本番では、子供たちが「友達と協力することを通して生き生きと活動する姿」や「異学年との交流

活動を通して学び輝く姿」を多く見ることができました。沢地カーニバルという沢地っ子にとって

わくわくする行事を通して、沢地っ子のすてきなパワーを痛感する 1日となりました。また１､２年

生はお店を出さず、３年生から６年生のお店を思う存分楽しみました。充実した遊びの体験をした

ことで、自分たちもお店づくりにチャレンジしたいという気持ちが高まったことでしょう。 

保護者の皆様、子供たちの活動の様子はいかがだったでしょうか。ぜひ、御家庭で学校行事につい

て話題にして、お子様の頑張りを認めていただけたらと思います。学校においても、子供たちの主体

的な学習活動の時間を意図的に設定したり、学びを深めるよう支援したりしながら、子供たちの限

りない可能性を伸ばしていけるよう努めて参ります。 

 

令和５年度沢地カーニバル 沢地っ子のパワーとスマイルで大成功！！ 

『楽しくなかよくもり上がろう！～学びを生かせ！じまんのカーニバル～』 

タブレットや画用紙を
使って、わかりやすく伝
える工夫がたくさん。相
手意識をもって表現す
る姿が輝いています。 

各クラス、教科等で学んだことを発展させながら、楽しい工夫を盛り込んだお店になりました。 


